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5. ブラジルの草地およびダイズ畑における窒素収支

〔要約〕ブラジルのセラ ー ドにおける連続草地と連続ダイズ畑での窒素収支を定量化する。 連続ダイ
ズ畑では窒素肥料を施用しないにもかかわらず下層に硝酸態窒素が蓄積する。 両農地において窒素収支
はマイナスになり、 その度合は連続ダイズ畑の方が連続草地より大きい。
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〔背景・ねらい〕

ブラジルの湿澗地域の草地では土壌の肥沃度が低いにもかかわらず肥料等の資材投入量が少ないため
に資源収奪型な土地利用の状態になっており、今後の安定持続的な生産力の維持に問題が生じている。土
壌生産力を持続的に維持する土嬢管理技術の確立が望まれており、 ダイズによる空中窒素の固定を活用
した農牧輪換システムの導入により土壌の肥沃度を維持させる技術を確立する必要性に迫られている。
ここでは、 連続草地および連続ダイズ畑の窒素収支を明らかにする。

〔成果の内容• 特徴〕

I. イネ科牧草による肉牛の放牧とダイズ作を組み合わせた農牧輪換システムの圃場試験がブラジルの
肉牛研究センタ ー で1993年から継続している。 そこの連続ダイズ畑と連続草地における窒素収支を
比較検討した（表I)。

2. 連続草地では下層に硝酸態窒素の蓄積が認められないが、連続ダイズ畑では下層における硝酸態窒素
の蓄積が認められる（図1)。

3. 連続ダイズ畑では収穫による持ち出しが空中窒素固定量より多く、
で、 窒素収支は大きな負の値となり、 土壊窒素が収奪される（屈2)。

5. 

しかも溶脱による消失もあるの

4 連続草地では肉牛による持ち出し量は少ないが、家畜排泄物からのアンモニア捕散と脱窒による消失
が主体で、 多少の蛮素固定量があるものの、 全体の収支はやはり負の値となる（図2)。

窒素肥沃度を持続的に維持するためには、 草地、 ダイズ畑ともに窒素のインプットが必要となる。

〔成果の活用面・留意点〕

草地のみならずダイズ畑においても、 窒素肥沃度を維持するためには窒素施肥が必要であることが、長
期連用試験圃場の結果から示されたが、 現象の一 般化のためには異なる地域での調査研究を実施する必
要がある。
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